
６ 県 立 歴 史 館 

 

（１）歴史館の概要 

     県立歴史館は、歴史博物館的機能をもつ総合情報部門、発掘調査により出土した遺物や、

記録・写真・図面などを収集整理・調査研究・保管し、閲覧に供する考古資料部門、公文

書・古文書などの歴史資料を収集整理・調査研究・保管し、閲覧に供する文献史料部門の

三つの機能を合わせ持った複合施設である。 

 

（２）組織と機能 

    

職員配置：館長１、副館長１、管理部３、学芸部 17(学芸部長１、総合情報課９、 

考古資料課４、文献史料課３)、行託等 11 
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（３）県立歴史館協議会 

委員の構成                      (令和２年３月 31 日現在) 

氏    名      現      職 

大 西 沙希子 （公財）八十二文化財団職員 

久 留 島  浩 国立歴史民俗博物館 特任教授 

小 林 正 春 長野県考古学会長 

小 松 芳 郎 信濃史学会長 

中 澤 英 治 千曲市森将軍塚古墳館長 

中 條 智 子 （一社）長野県連合婦人会長 

中 村 孝 子 更級小学校教諭 

山 﨑 まゆみ 公募 

若 林 由美子 千曲市教育長職務代理者 

(任期 平成 31 年２月７日から令和３年２月６日まで) 

 

（４）常設展    ※小テーマ替えは随時行っている。 

ア 原 始 定住のはじまり ほか 

イ 古代・中世 信濃から都へ ほか 

ウ 近 世 城と城下町 ほか 

エ 近現代 世界につながる蚕糸業 ほか 

 

（５）企画展等 

ア 長野県埋蔵文化財センター巡回展「長野県の遺跡発掘 2019」 

県立歴史館：３月 16 日（土）～６月 23 日（日） 

中信会場  ：７月 27 日（土）～9月 16 日（木）・(祝)  

南信会場  ：10 月 5 日（土）～11 月 10 日（日） 

イ 開館 25 周年記念 収蔵品展「長野県立歴史館の名品」 

展示期間：７月６日（土）～８月 18 日（日） 

講座（ギャラリートーク） 

７月６日（土） 「初公開 これが六角木幢だ！」 

７月 13 日（土） 「石器の話～信州ブランド、伐採用石斧の魅力」 

７月 20 日（土） 「縄文土器の名品を観る」 

７月 27 日（土） 「久しぶり「天養文書」の原本を見る」 

８月 10 日（土） 「吉田初三郎の鳥瞰図と戦前の「観光信州」」 

ウ 開館 25 周年記念 秋季企画展「戦国 小笠原三代―長時・貞慶・秀政―」 

展示期間：９月７日（土）～10 月 14 日（日） 

講演・講座 



９月 14 日（土） 「塩尻峠の合戦―長時と信玄の運命を決した戦い―」 

９月 21 日（土） 「小笠原長時のネットワーク」 

９月 28 日（土） 「小笠原家を中興した貞慶」 

10 月５日（土） 「飯田藩・松本藩時代の小笠原秀政」 

エ 開館 25 周年記念 特別企画土偶展  

   「国宝土偶～縄文文化の多様な個性～」10 月 26 日（土）～11 月 10 日（日） 

   「中部高地の土偶」11 月 23 日（土）～令和２年２月２日（日） 

講演・講座 

10 月 27 日（日） 「土偶の楽しみ方」 

11 月９日（土） 「国宝土偶を掘る」 

11 月 23 日（土） 「長野県内出土の土偶をめぐって」 

12 月７日（土） 「土偶と土器胎土」 

１月 18 日（土） 土偶報告会「長野県内出土土偶をめぐって」 

１月 19 日（日） シンポジウム「土偶の仕舞い方」 

 

（６）講座 

ア 県立歴史館の信州学講座 

① 館内 

５月 18 日（土） 「広い世界とつながる信州」 

６月８日（土） 「石器から読み解く縄文時代の生業と黒曜石の生産活動」 

10 月 19 日（土） 「博物館で考える信州の温泉」 

12 月７日（土） 「土偶と土器胎土」 

２月８日（土） 「受け継いでいく長野五輪の遺産」 

２月 22 日（土） 「ヨーロッパを目指した若き才能」（中止） 

３月７日（土） 「地域の縄文文化遺産を活かす」（中止） 

② 信州学出前講座 

８月 24 日（土） 
「弥生時代終末から古墳時代の渡来文化」 上田市立信濃国分寺

資料館 

９月 21 日（土） 
「信州の城と石垣」 

「『信州学』戦争と平和を考えるヒント」 

箕輪町地域交流セン

ター 

11 月 23 日（土） 「伊能忠敬と信州」  諏訪市博物館 

１月 25 日（土） 「室町時代諏訪信仰を広めたのは誰だ」  安曇野市郷土博物館 

 

 

 



イ 考古学講座『時代を映す”匠”の技』 

５月 25 日（土） 石槍の制作 ―命をつなぐ道具作りへの挑戦― 

7 月 20 日（土） 縄文人の材料選択と土器作り 

12 月 14 日（土） 石斧の制作 ―旧石器から弥生、石斧の移り変わり― 

ウ 古文書講座(通年予約制) 

初級Ａ：年間５回  初級Ｂ：年間５回 

中級Ａ：年間５回  中級Ｂ：年間５回 

上 級 ：年間５回 

ティーンズ：年間４回（中止） 

 

（７）お出かけ歴史館  

６月 27 日（木） 阿南町立阿南第二中学校 

８月８日（木） 南箕輪村役場子育て支援課 

９月７日（土） 駒ケ根市東伊那公民館 

12 月５日（木） 辰野町立川島小学校 

12 月 12 日（木） 木曽町立日義小中学校 

12 月 18 日（水） 茅野市立豊平小学校 

１月 23 日（木） 木祖町立木祖小学校 

 

（８）講習会(関係者) 

ア 考古資料保存処理講習会 12 月 18 日（水） 

イ 文献史料保存活用講習会 ６月 20 日（木）、11 月 14・15 日（木・金）、 

２月 20・21 日（木・金） 

 

（９）イベント 

５月５日（日） 歴史館でこどもの日 

８月４日（日） 歴史館で夏休み 

11 月 17 日（日） 子育て家庭優待日（いい育児の日） 

11 月 30 日（土） 縄文風クリスマスリースを作ろう 

１月 13 日（月・祝） 土偶展関連お面づくり 

   

 

 

 



（10）他機関等との連携事業 

ア 「歴史館パートナーの日」の実施 

10 月 30 日（水） 「千曲市の日」千曲市民無料入館 

11 月 30 日（土） 「県立歴史館・ＫＯＡの日」バックヤード探検ほか 

イ 信濃毎日新聞コラム「しなの歴史再見」の執筆 

執筆数 47 回 

ウ 考古学セミナー（長野県考古学会との共催） 

６月 16 日（日） 
「中世伊豆地域の諸相 出土遺物が語る武士の本拠」 

「信州の特色ある縄文土器」 

12 月１日（日） 

「旧石器人はどのように黒曜石を使ったか」 

「縄文人の黒曜石採掘活動 

 ―発掘された星糞峠黒曜石縄文鉱山―」 

「黒曜石はどこで拾ったか ―原石採集地の推定法―」 

エ 近世史セミナー（信濃史学会、信州近世史セミナーとの共催） 

12 月８日（日） 

研究発表：「学際的に考える洪水 ―戌の満水について―」 

研究発表：「近世飯田町の火災復興と消防体制」 

講演：「日本震災史 ―今、なにが問われているのか」 

 

（11）利用者数の推移 

区分 

 
年度 

常 設 
展示室 

企 画 
展示室 

講 演 
講座等 

閲覧室 合 計 
対前年度 
割 合 

対７年度 
割 合 

６ 年 度 50,375 34,685 1,033 6,797 92,890 11 月３日開館 

７ 年 度 99,478 23,470 3,086 11,887 137,921 － － 

８ 年 度 74,438 21,029 2,299 10,466 108,232 78.5 同左 

９ 年 度 59,968 15,585 3,133 8,067 86,753 80.2 62.9 

10 年 度 53,651 32,586 3,608 8,362 98,207 113.2 71.2 

11 年 度 53,814 30,392 3,617 8,461 96,284 98.0 69.8 

12 年 度 47,604 25,781 3,540 9,355 86,280 89.6 62.6 

13 年 度 46,303 34,352 4,346 7,573 92,574 107.3 67.1 

14 年 度 45,106 33,887 6,384 7,566 92,943 100.4 67.4 

15 年 度 43,813 33,400 12,952 7,070 97,235 104.6 70.5 

16 年 度 43,889 32,797 12,429 6,287 95,402 98.1 69.2 

17 年 度 44,855 33,585 12,263 8,232 98,935 103.7 71.7 

18 年 度 46,362 37,866 14,360 13,642 112,230 113.4 81.4 

19 年 度 46,874 42,691 15,217 12,454 117,236 104.5 85.0 



20 年 度 41,790 32,316 13,089 10,815 98,010 83.6 71.1 

21 年 度 41,089 32,507 14,774 10,002 98,372 100.3 71.3 

22 年 度 40,839 29,969 12,175 9,916 92,899 94.4 67.4 

23 年 度 43,383 33,676 11,057 6,118 94,234 101.4 68.3 

24 年 度 42,154 37,674 11,953 7,201 98,982 105.0 71.8 

25 年 度 39,323 32,603 13,091 7,205 92,222 93.2 66.9 

26 年 度 39,897 34,614 21,004 7,855 103,370 113.8 74.9 

27 年 度 41,609 31,886 24,536 6,963 104,994 101.6 76.1 

28 年 度 44,673 32,199 31,424 4,094 112,390 107.0 81.5 

29 年 度 40,765 25,780 32,263 4,244 103,052 91.7 74.7 

30 年 度 40,002 26,848 30,743 3,731 101,324 98.3 73.5 

令和元年度 54,247 40,414 23,095 4,024 121,780 120.2 88.3 

合 計 1,266,301 822,592 337,471 208,387 2,634,751 － － 

※常設展示室は巡回展の人数を含む。 

 

（12）資料の収集・整理・保存 

ア 展示資料 

「木造校舎写真資料」「満洲更科郷絵画資料」など５点の寄贈があったほか、「札沢遺跡

出土動物装飾土器（当館蔵・長野県宝）」、「柳沢遺跡出土銅鐸（中野市教委蔵・重要文化財）」

２件の複製品を作製した。 

イ 考古資料 

収蔵庫内の資料の点検、修理が必要な遺物の整理を行うとともに、長野県埋蔵文化財セ

ンターから移管された遺物、写真、調査資料等の整理を実施した。 

また、木器や金属器など館蔵脆弱資料のうち、劣化状況が深刻な資料について、保存処

理を継続して実施（完了：木器 1,043 点、金属器 35 点）したほか、歴史館の設備を用いて、

当県の歴史研究のために必要とされる科学分析を実施（212 点）した。 

ウ 文献史料 

①古文書 

「真田信之吉書」「公文編冊全（昭和 3 年済南事件関係書類」など 19 件を購入したほ

か、「佐久郡八幡宿依田家文書」「佐久郡大井法華堂文書」など８件の寄贈があった。 

②行政文書 

不用決定された本庁及び現地機関の文書 50 件について、歴史的価値を有する文書とし

て収集した。 

 


